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１．地域協議会の開催

２．ＰＣＢ廃棄物保管事業者（少量）の皆さまに対する説明会について

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１２５)

平成２６年９月

今年度は８月２７日（水）に対象地域の７自治
区の区長の皆さま、豊田市から環境保全課
長及び廃棄物対策課長にご出席をいただき、
６月に変更認可された当社の事業基本計画
や操業状況等について報告させていただき
ました。

また、会議の後には、施設のご見学と防護服
等の試着体験をしていただきました。

●地域協議会とは？
本協議会は、平成２５年度にＪＥＳＣＯ豊田事
業所の周辺自治区の皆様への更なる情報
公開の推進を目的に設置しました。

対象地域は、樹木、三軒屋、広久手町、広久
手、本地新田、深田山、土橋の７自治区です。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では少量保管事業者
（保管台数が２０台未満の事業者）の皆さまにＰＣ
Ｂ処理に関する説明会を定期的に行っています。
８月は２０～２１日に名古屋市で説明会を開催し、
２日間合わせて７２社の事業者の方々にご出席い
ただきました。

さまざまな規模で保管されているＰＣＢ廃棄物の
処理を着実に推進するため、今後も定期的に少
量保管事業者の皆さまに向けた説明会を開催し
ていきます。
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ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ 第８回
今回は豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の排気処理設備と排出環境モニタリングについてご紹介
します。

排気処理装置（送風機）

活性炭カートリッジ交換作業

排気測定実施の様子

排気処理設備
施設内は管理区域毎に負圧管理され、ＰＣＢを含
むガスが漏れ出すことがないよう対策がなされて
います。
ＰＣＢを含む排気は排気処理装置においてＰＣＢ
除去を行った後、更にセーフティネットである活性
炭吸着槽を通してから、施設外に排出されます。

排気はオンラインモニタリング計で監視され、万一
基準値を超えるＰＣＢガスが含まれていた場合も
屋外に流出することがないよう活性炭吸着槽を２
槽直列に設置しています。

活性炭（カートリッジ）の交換
活性炭吸着槽の活性炭はセーフティーネットとし
ての機能を維持するため、一定期間毎に交換して
います。
活性炭交換後は、ユニットの取り付け状態の気密
検査、排気測定を実施し、異常の無い事を確認し
ます。

施設内にはエリアに応じた排気系統がありますが、
すべての活性炭吸着槽は、多重の安全対策を構
成する重要なセーフティネットのひとつとして管理
しています。

排出環境モニタリングの実施
活性炭吸着槽を通して処理施設から排出さ
れる排気ガスの中に、基準値を超えるＰＣＢ
やダイオキシン類、ベンゼンなどの有害物
質が含まれていないことを確認する必要が
あります。

豊田施設では、常時行っているＰＣＢのオン
ラインモニタリングに加え、年４回排気の排
出モニタリングを外部の分析機関に委託し
て詳細な排気測定を実施しています。


